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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ０ ９ 回  

 ２ ０ ２ ５ 年 １ ０ 月 ３ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：ロータリーとの絆 

担  当：米山奨学委員会      卓話者：玄 香花様 

テーマ：地区大会  

担 当：会長・幹事    
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ０ ８ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  市 原 正 男  

 
「 奉 仕 の 理 想 」 「 あ か と ん ぼ 」  斉 唱  
 
お 客 様  
 
第 ２ ７ ９ ０ 地 区  
国 際 奉 仕 委 員 会  委 員 長  髙 田 新 也 様  

 
会 長 挨 拶     会 長  中 島 貞 好  

 
 先 日 規 定 審 議 会 の 報 告 会 が あ り ま し た 。
規 定 審 議 会 は 国 際 ロ ー タ リ ー で ３ 年 に １ 度
開 催 さ れ 、 今 年 は ４ / １ ３ ～ １ ７ に シ カ ゴ で
開 催 さ れ ま し た 。  
 今 回 の 報 告 会 で 主 に 発 表 さ れ た の は 、
会 員 数 減 少 よ る 人 頭 分 担 金 の 増 額 で す 。  
 

半 年 ご と の ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 人 頭 分 担
金 の 金 額 は 、 以 下 の 通 り で す ：  
2 0 2 3 - 2 4 年 度 ： 3 7 ド ル 5 0 セ ン ト  
2 0 2 4 - 2 5 年 度 ： 3 9 ド ル 2 5 セ ン ト  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ： 4 1 ド ル  
 
ま た 、 ３ 年 に 一 度 開 催 さ れ る 規 定 審 議 会

の 費 用 を 賄 う た め に 、 ７ 月 の 会 費 請 求 書 に
お い て 一 人 当 た り 1 ド ル が 全 ロ ー タ リ ー ク
ラ ブ に 請 求 さ れ ま す 。 ま た 、 英 文 の
『 R o t a r y 』 誌 の 購 読 者 が い る 場 合 に は 、 購
読 料 が 半 期 報 告 の 会 費 請 求 書 に 含 ま れ て
請 求 さ れ ま す （ 『 ロ ー タ リ ー の 友 』 の 定 期 購
読 料 は ロ ー タ リ ー の 友 事 務 局 に よ り 別 途 請
求 さ れ ま す ）  

会 員 数 が 減 少 傾 向 で す の で 、 Ｒ Ｉ の 職 員
数 を 削 減 す る 必 要 が あ る の で は い か と い う
意 見 が あ り ま し た 。 ま た 新 ク ラ ブ 加 盟 に 必
要 な 会 員 数 は こ れ ま で ２ ０ 人 で し た が 、 こ
れ を １ ５ 人 に 引 き 下 げ ま し た 。 こ れ に よ り 、
新 ク ラ ブ が 増 え 、 会 員 が 増 え る の で は な い
か と い う 事 で す 。 ク ラ ブ を 増 や し て 会 員 数
を 増 や し て い こ う と い う 事 の よ う で す 。  
  

人 頭 分 担 金 の 請 求 書 発 行 日 か ら ４ カ 月
過 ぎ て も Ｒ Ｉ 人 頭 分 担 金 を 支 払 っ て い な い
ク ラ ブ は 、 加 盟 が 終 結 さ れ ま す 。 そ の 後 、
加 盟 復 帰 を 試 み る ク ラ ブ に は 、 以 下 の 復 帰
要 件 を 満 た す ま で に ５ カ 月 の 猶 予 が 与 え ら
れ ま す 。 復 帰 の 条 件 は 以 下 の 通 り で す 。  

 
・ 終 結 時 の 未 納 分 を 全 額 支 払 う  
・ 終 結 時 以 降 、 発 生 し た 人 頭 分 担 金 を 全 額
支 払 う  
・ ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は 会 員 一 人 当 た り ３ ０ ド
ル の 加 盟 復 帰 料 を 支 払 う ／ ロ ー タ ー ア ク ト
ク ラ ブ は 会 員 一 人 当 た り ３ ド ル の 加 盟 復 帰
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料 を 支 払 う  
・ 加 盟 復 帰 の 申 請 書 を 記 入 し 、 最 新 の 会 員
リ ス ト お よ び 最 新 の 役 員 リ ス ト と そ の 連 絡 先
を 添 え て 提 出 す る  
 

終 結 日 か ら １ ５ ０ 日 を 過 ぎ る と 加 盟 復 帰
す る 事 は で き ず 、 こ の 期 間 を 過 ぎ る と ク ラ
ブ は 永 久 に 終 結 と な り 、 ク ラ ブ 名 、 ク ラ ブ の
歴 史 的 記 録 、 加 盟 認 証 状 が 失 わ れ る 事 に
な り ま す 。  
 

ク ラ ブ に よ っ て は ポ リ オ な ど の 寄 付 金 を
年 会 費 に 含 め て い る 事 も あ り ま す 。 当 ク ラ
ブ で は 自 主 的 に 寄 付 を し て 下 さ る 方 が 多
い の で す が 、 是 非 全 会 員 か ら 寄 付 を し て 頂
き ま す 様 に お 考 え 頂 け れ ば と 思 い ま す 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  

 

・ 青 少 年 交 換 プ ロ グ ラ ム 志 願 生 の 選 抜 試 験

に 濱 野 会 員 の ご 子 息 が 無 事 合 格 し ま し た 。  

お め で と う ご ざ い ま す 。  

・ １ ０ / １ １ ・ １ ２ は 地 区 大 会 で す 。 １ ０ / １ ０ の

例 会 は あ り ま せ ん の で ご 注 意 下 さ い 。  

・ １ ０ / １ ７  月 見 の 会 開 催  

・ １ ０ / ２ ５  Ｒ Ｌ Ｉ パ ー ト ２ 開 催  

・ １ ０ / １ ６  会 長 幹 事 会 開 催 。 会 長 と 幹 事 で

出 席 し ま す 。  

・ ク ー ル ビ ズ が 終 了 と な り ま す 。 １ ０ / ３ か ら は

ネ ク タ イ 着 用 で よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

・ １ ０ / １ ２ の 地 区 大 会 で フ ー ド バ ン ク へ の 協

力 依 頼 が あ り ま す 。 ご 家 庭 や 職 場 に 余 っ て

い る 食 料 品 を 生 活 に 困 窮 し て い る 家 庭 に 届

け る と い う 活 動 で す 。 是 非 ご 協 力 下 さ い 。  

・ １ ０ / ３  理 事 会 開 催  
 

 
 
 

委 員 会 報 告  
 
青 少 年 プ ロ ジ ェ ク ト  

統 括 委 員 長  田 村 隆 治  
 
 １ １ / １ に 開 催 の 「 伝 統 あ る 話 芸 」 に つ い
て 再 度 回 覧 致 し ま す 。 講 談 師 の 方 を お 招
き し 、 希 望 の 風 支 援 事 業 と な り ま す 。 ま た
地 区 の 八 犬 伝 プ ロ ジ ェ ク ト の 付 帯 事 業 に も
な り ま す 。  
 
親 睦 活 動 委 員 会   委 員 長  佐 々 木 俊 一  
 
 お 手 元 に 月 見 の 会 の ご 案 内 を 配 布 し ま し
た 。 今 後 出 欠 の 変 更 が あ り ま し た ら 、 お 声
が け 下 さ い 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 栗 原 会 員  

 
結 婚 記 念 日 ： 中 村 会 員  

 

例 会 行 事  
 
国 際 奉 仕 委 員 会  

委 員 長  杉  晟  
 
 八 千 代 R C で は 苦 手 と し て い た 部 分 で は

な い か と 思 い ま す 。 今 日 の お 話 を 参 考 に 、

今 後 の 国 際 奉 仕 に か か わ る 機 会 に し て 頂

け れ ば と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
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テ ー マ ： 国 際 奉 仕 に つ い て  
卓 話 者 ： 髙 田 新 也 様  

  
皆 さ ん 、 こ ん に ち は 柏 ロ ー タ リ ー ク

ラ ブ 所 属 、 地 区 国 際 奉 仕 委 員 長 の 髙 田
です。私は 2 0 1 7 年、寺嶋ガバナーがガ
バ ナ ー エ レ ク ト の 頃 か ら 地 区 活 動 に 関
わ り 、 最 初 は 月 信 委 員 会 に 参 加 し ま し
た 。 そ の 後 月 信 委 員 長 を 務 め 、 以 降 ７
～ ８ 年 に わ た り 会 長 ・ 幹 事 以 外 は 常 に
地 区 活 動 に 携 わ っ て い ま す 。 当 時 の 経
験 か ら 、 各 ク ラ ブ の 国 際 奉 仕 活 動 を 知
る 機 会 が 増 え 、 国 際 奉 仕 の 大 切 さ を 実
感 し ま し た 。 そ れ 以 来 「 自 分 も 国 際 奉
仕 に 挑 戦 し た い 」 、 「 そ の 良 さ を 広 め
た い 」 と い う 思 い を 持 ち 続 け 、 現 在 ま
で ４ 期 に わ た り 国 際 奉 仕 委 員 長 を 務 め
ています。 
 
 今 回 の テ ー マ 「 T S U N A G U 2 7 9 0 」 は 、
地 区 内 で 協 力 し 合 い 国 際 奉 仕 を 推 進 す
る 仕 組 み で す 。 国 際 奉 仕 は １ ク ラ ブ 単
独 で は ハ ー ド ル が 高 く 、 資 金 面 や 規 模
の 面 で 難 し い 場 合 が 多 い で す が 、 複 数
ク ラ ブ が 協 力 す る こ と で 実 現 可 能 に な
り ま す 。 提 唱 ク ラ ブ が 事 業 を 立 案 し 、
奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト セ ミ ナ ー で プ レ ゼ ン
を 行 い 、 他 ク ラ ブ が 「 賛 助 」 と し て 資
金 を 出 し 合 い ま す 。 地 区 補 助 金 と は 別
枠 で あ り 、 言 わ ば 国 際 奉 仕 版 の ク ラ ウ
ド フ ァ ン デ ィ ン グ で す 。 賛 助 ク ラ ブ か
ら 参 加 す る だ け で も 意 義 は 大 き く 、 現
地 活 動 の 体 験 や 成 果 報 告 を 通 じ て ク ラ
ブ に 刺 激 と 経 験 を も た ら し ま す 。
「 T S U N A G U 2 7 9 0 」 は 、 茨 城 地 区 の 「 こ
の 指 と ま れ 」 と い う 仕 組 み を 参 考 に 導
入しました。茨城では 1 7 年以上の実績
が あ り 、 多 く の ク ラ ブ が 継 続 的 に 国 際
奉仕を実現しています。2 7 9 0 地区でも
定着することを目標にしています。 
 

 プ ロ ジ ェ ク ト 立 案 は 難 し く 感 じ ら れ
ま す が 、 方 法 は い く つ も あ り ま す 。 友
好 ク ラ ブ と の 交 流 、 米 山 奨 学 生 と の 連
携 、 地 区 委 員 会 や 財 団 委 員 会 か ら の 紹
介 案 件 な ど で す 。 現 在 は 「 リ ソ ー ス ネ
ッ ト ワ ー ク 」 を 整 備 し 、 事 例 や 相 談 を
共 有 で き る 仕 組 み を 作 ろ う と し て い ま
す 。 ま た 、 国 際 ロ ー タ リ ー が 運 営 す る
「 ロ ー タ リ ー シ ョ ー ケ ー ス 」 で は 世 界
の 事 例 が 公 開 さ れ て お り 、 参 考 に な り
ます。 

 
 昨 年 度 の 「 T S U N A G U 2 7 9 0 」 プ ロ ジ ェ
クトは松戸中央 R C がベトナムの教育支
援、千葉幕張 R C が孤児院の支援、鴨川
R C がカンボジアでの目の検査機器支援
を 提 唱 し ま し た 。 実 績 で は 、 千 葉 幕 張
R C が 2 1 クラブから 3 8 万 6 0 0 0 円、松
戸中央 R C が 1 7 クラブから 2 5 万 6 0 0 0
円、鴨川 R C が 2 2 クラブから 4 4 万 2 0 0 0
円 を 集 め 、 目 標 を 大 き く 上 回 る 成 果 を
得 て 、 各 ク ラ ブ は プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 も
増 や し て 実 施 し ま し た 。 今 年 度 か ら は
個 人 賛 助 も 認 め ら れ 、 参 加 の 幅 が 広 が
っ て い ま す 。 ク ラ ブ の 予 算 に 限 界 が あ
る 場 合 で も 、 個 人 の 意 思 で 支 援 で き る
のは大きな進歩です。 
 
 活 動 例 と し て 、 鴨 川 ク ラ ブ は カ ン ボ
ジ ア ・ シ ェ ム リ ア ッ プ で 眼 科 医 療 支 援
を行いました。人口 1 0 0 万人に対し眼
科 医 は ３ 人 し か お ら ず 、 緑 内 障 や 白 内
障 の 早 期 発 見 が 難 し い 状 況 で し た 。 寄
贈 さ れ た 携 帯 式 ス リ ッ ト ラ ン プ は ス マ
ー ト フ ォ ン と 連 動 し 、 デ ー タ を 日 本 に
送 信 し て 診 断 で き る 画 期 的 な 機 器 で
す 。 さ ら に 余 剰 資 金 で 白 内 障 手 術 用 の
カ セ ッ ト も 提 供 し 、 現 地 の 子 供 が 無 償
で 手 術 を 受 け 、 失 明 を 免 れ る 成 果 が 得
ら れ ま し た 。 賛 助 ク ラ ブ の 資 金 が 命 を
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救 っ た 事 例 で あ り 、 参 加 者 に 大 き な 感
動を与えました。 

 
 松戸中央クラブは 1 0 年以上ベトナム
で 活 動 を 継 続 し 、 独 自 の 奨 学 金 制 度 を
設 け て 現 地 の 学 生 を 支 援 し て い ま す 。
こうした取り組みはあちらの T V ニュー
ス で も 取 材 、 報 道 さ れ 、 ロ ー タ リ ー ク
ラ ブ の 広 報 公 共 イ メ ー ジ の 向 上 に も 貢
献しました。 

 
 本 年 度 は 、 松 戸 中 央 ク ラ ブ が ベ ト ナ
ム の 子 供 た ち へ の 文 化 交 流 プ ロ ジ ェ ク
ト を 、 君 津 ク ラ ブ が ス リ ラ ン カ で の 浄
水 器 設 置 事 業 を 地 区 補 助 金 で 行 い 、 そ
の 地 区 の 学 校 へ の 図 書 寄 贈 を 提 唱 し て
い ま す 。 参 加 す る ク ラ ブ は 現 地 体 験 を
通 じ て 多 く を 学 ぶ こ と が で き ま す 。 国
際 奉 仕 は 一 見 ハ ー ド ル が 高 い よ う に 思
え ま す が 、 仲 間 と 協 力 し 小 さ な 一 歩 か
ら始めることが可能です。 
「 T S U N A G U 2 7 9 0 」 と い う 仕 組 み を 通 じ
て 、 多 く の ク ラ ブ が 国 際 奉 仕 を 体 験

し 、 ロ ー タ リ ー の 理 念 を 実 感 で き る こ
と を 願 っ て い ま す 。 そ の た め に は 皆 さ
ん の 協 力 が 必 要 で す 。 ご 理 解 、 ご 協 力
をよろしくお願いいたします。 
 

こ ち ら に 奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト セ ミ ナ ー
の 動 画 リ ン ク を 掲 載 し ま す 。 今 回 紹 介
できなかった千葉幕張 R C さんのプロジ
ェ ク ト も 素 晴 ら し く 感 動 い た し ま す 。
ぜひご覧ください。 
 
動画リンク    https://youtu.be/OaiRQN4BkvI 

 
 

          
 

 
 

ニ コ ニ コ B O X ～         ￥ 2 7 , 0 0 0 -  
 

☆ 本 日 は お 招 き 頂 き あ り が と う ご ざ い ま す
新 し い 国 際 奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト
T S U N A G U 2 7 9 0 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す  

柏 R C  国 際 奉 仕 委 員 長  髙 田 新 也 様  
☆ 髙 田 委 員 長 卓 話 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す  
中 島 貞 好 ・ 朝 戸 ・ 上 代 ・ 杉 ・ 遠 藤 ・ 浅 野 正 敏  
三 井 仁 晶 ・ 君 塚 ・ 鈴 木 健 治 ・ 寺 沢 ・ 日 下 部  
山 浦 ・ 花 島 ・ 菊 川 ・ 江 口 ・ 池 田 ・ 佐 久 間  
杉 山 ・ 安 宅 ・ 稲 山  
☆ 彼 岸 花 が 満 開 と な り ま し た 。  杉 山  
☆ 濱 野 会 員 、 息 子 さ ん の 合 格  

お め で と う ご ざ い ま す 。  稲 山  
☆ ２ 週 連 続 欠 席 し ま し た 。  

久 々 の 例 会 参 加 で す 。   安 宅  
☆ 本 日 １ ３ 時 で 早 退 し ま す 。  久 土 地  
☆ 秋 の 気 配 待 ち 遠 し い 。  葉 山  
☆ 来 週 か ら ク ー ル ビ ズ 終 了 「 ネ ク タ イ 着 用 」
で お 願 い し ま す 。  飯 生  
 
友 愛 B O X ～         ￥ 8 , 0 0 0 -  
 
☆ 誕 生 日 で 米 寿 に な り ま し た 。  栗 原  
☆ ３ ３ 回 目 の 結 婚 記 念 日 で す 。  

我 慢 強 い 嫁 に 感 謝 で す 。 中 村  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       1 0 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ９ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

９ / 2 6  ５ ４  ４ ６  ４ ２  8 5 . 7 1  

■クラブ広報委員会 委員長:  花島文成  副委員長:寺沢一三  
■出席委員長：大曽根  直※欠席の際は必ず月曜日迄に出席委員長に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場:ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ(〒276-0049八千代市緑が丘1-1-1公園都市プラザ1 F:FAX047-450-0050) 

動 画 Q R コ ー ド


